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一般のご来館の他、近隣の小学校の工作体験や、中学校の映像ホール特別
上映等で当館をご利用いただきました。28日には研究所の施設公開が開催さ
れたこともあり、月間の来館者数は4,600名を超えました。

また、誠文堂新光社「子供の科学」編集部様の取材を受けたり、木津川
アート2025 への協力としてレーザーラボでの照射実演も行いました。

９月の利用状況

UVセンサー 流れ星ポラライザー 宇宙プラバン 敬老の日レジン

敬老の日プラバン ダイヤモンドスコープ メカレジン



関西研 こどもの街
＠甲子園

子どもの成⾧って、早いですよね。ついこの間まで保育園に通っていたはずなのに、いつ
の間にか小学生になっていて、親の方が置いてけぼりを食らっている気持ちになっているの
は私だけでしょうか。あと最近の運動会は午前中だけなんですね。私たち世代はお弁当持っ
て1日中だった覚えがあるのですが、時代は変わったんだなぁと痛感しています。
さて、そんな運動会の代休日に休みを合わせ、西宮市のキッザニア甲子園へ行ってきまし

た。キッザニアとは楽しみながら社会のしくみを学ぶことができる「こどもが主役の街」と
のこと。初めてのキッザニア、事前にHPを見ながら「あんなことができるらしい」「こん
なことができるらしい」とインプット。結構な行列に並び、まずは銀行へと向かいます。

その後は子どもが行きたいアクティビティを申込み、ものを作ったり仕事を体験したりし
ているのをひたすら見守ります。ANAブースでは子どもがキャビンアテンダントになる一方、
親は乗客として飛行機に乗り込み、機内食を出してもらいました。「Fish or chicken?」ちゃ
んと英語のアナウンス、めちゃくちゃ本格的。研究職もあったけれど、興味は持ってもらえ
ませんでした。だめかい、実験で家に帰ってこない私と同じ職業はだめかい。それは仕方な
い。いいよ、なりたい仕事に就いてね…
街の中には運転免許試験場もあって、ドライビングシミュレーターもかなり本格的なもの。

頭文字Dもびっくりな運転にもかかわらず免許を取れていました。安全運転でお願いします。

口座開設中

そんなこんなで一部二部とフ
ルで遊んで、大満足で帰宅。帰
りの電車で下の子は爆睡してま
した。早いうちからいろんな体
験を通して、自分が好きなこ
と・やりたいことを見つけられ
るのはいいことだなぁと思いま
した。見ているだけでも楽しそ
うだったので、大人もやりた
かったです。体験型アクティビ
ティ、おすすめがあったらぜひ
教えてください。

そう、キッザニアでは体験を通して「キッゾ」という専
用通貨を得て、施設内での買い物やサービスに利用でき
るのです。銀行では口座開設が可能で、施設内にある
ATMで実際に入出金もできます。これは想像以上に本格
的。というか本物だ（ATMが）。親は基本的に各パビリ
オンに入れず、外から子どもを見守るのみ。ハラハラし
て見ていましたが、目立ったトラブルもなく無事に口座
を開設してきた子どもが自慢げに自分のカードを見せて
くれます。すごいな。私は自分の銀行口座開設したのバ
イトを始めた高専生のときだったよ。

指輪を鑑定して… 初めてのお給料！



関西研ホームページ https://www.qst.go.jp/site/kansai/
関西研YouTube https://www.youtube.com/channel/UCGQohC8igUdeiLFTx_1KhtA
関西研X https://twitter.com/kpsi_kizu
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9月7日(日)～10日(水)までの4日間、SPring-8で「第9回SPring-8秋の学校」が開催され
ました。「SPring-8夏の学校」とは異なり、放射線業務従事者登録を必要とせず、大学
院生に加えて企業研究者の方々にも広くご参加いただけるのが大きな特徴です。今回
は学生37名、社会人19名（男性39名、女性17名）と計56名の参加者を迎え、活気ある
「学校」となりました。
播磨地区は講師として、SPring-8蓄積リング棟及びSACLAの見学対応に加え「X線発光

分光法」「ブラッグコヒーレントX線回折イメージング法」「放射線生物学の基礎」の
3つのグループ講習を担当しました。施設見学は1時間40分を予定していましたが、周
⾧1.4 kmに及ぶ蓄積リングに加え、SACLAの見学も含まれるため、参加者からの積極的
な質問に応じているうちに時間が瞬く間に過ぎていきました。基礎講義で得た知識を
実際の装置やハッチを前にして思い出す参加者の姿が印象的でした。
グループ講習では3時間と限られた時間の中でも参加者のみなさまが非常に意欲的に

取り組まれ、とても活発な質疑が交わされたほか、後日改めて講師を訪ねてくださる
方もおられました。講師にとっても新たな刺激をいただく、非常に充実した時間とな
りました。また、初日と3日目の夜には意見交換会が開催され、講義・実習を担当した
研究者と学生・社会人が垣根を超えて交流を深める貴重な機会となりました。
今回の「SPring-8秋の学校」を通して得られた経験が、参加者のみなさまにとってか

けがえのないものになり、今後の放射光科学の発展に寄与することを心より願ってお
ります。

グループ講習
「ブラッグコヒーレントX線回折イメージング法」

蓄積リング棟見学
BL14B1付近→
↓BL02B1付近


